







































































図6－1 トラクターの運転操作（服装）． 図6－2 トラクターの運転操作（乗降）．
図6－3 トラクターの運転操作（座席と操作レバー）． 図6－4 トラクターの運転操作（周回運転操作）．
図6－5 作業機着脱の仕組み（トラクター側）． 図6－6 作業機着脱の仕組み（作業機側）．
図6－7 オートヒッチによる作業機着脱．
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(2) 小テスト
　遠隔授業終了時に、manabaに小テストを掲載していることを伝え、実施させた。自動採点方
式であるため設問は限定されるが、実習内容の理解度を評価することは可能と考えられた。
４）まとめ
　本実習では、コロナ禍のため実施できなくなった農業機械の運転操作の代替として、あらかじめ
撮影した運転操作動画をYouTubeで視聴させるとともに、manabaの自動採点機能を持つ小テスト
を活用した。その自己評価を表6－4に記す。
表6－4 本実習の自己評価．
効果があった
と思われる点
Ⅰ．事前に概略ではあるがシナリオを準備することで，これまでは学生を前に現物を見ながらその
都度授業を進めてきた内容を，再度確認する機会となった．特にこれまで説明不足であった点，
より強調すべき点など，教える側にとっても学びとなった．
Ⅱ． 学生へのアンケートを実施していないが，数名からの聞き取りでは，YouTubeにアップされた
動画は，何度も視聴可能であるため，より深く理解できたとの声が聞かれた．
Ⅲ．manabaの小テストを効果的に利用することができた．
改善を要する
と思われる点
農業機械の運転操作，つまり「体験」が主体となる授業から，「体験」が抜け落ち，動画視聴といえ
ども「知識」ベースの授業となってしまうことに限界を感じる．一つにはＶＲ技術や５Ｇなど高速
通信網を駆使して，臨場感のある教材を作ることが必要と思う．ただし、これを教員の努力だけで
行うのは困難で，このような教材を作成するプロジェクトを立ち上げる必要があるのではないか．
